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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて送信される制御情報及びデータを管理するための方法であっ
て、
　制御情報及び前記制御情報と共に送信されるデータを受信すること、
　前記制御情報にパワー・オフセットを適用すること、前記パワー・オフセットは、前記
データなしでの前記制御情報の送信に関連した前記制御情報の信号品質を維持する、
　及び、前記制御情報を前記データと共に多重化すること、
を備える方法。
【請求項２】
　前記多重化された制御情報及びデータを、前記データの送信に対して割当てられた周波
数帯域内で送信することをさらに備える請求項１の方法。
【請求項３】
　前記送信することは、前記データの送信に対して指定された変調及び符号化スキーム（
ＭＣＳ）を前記多重化された制御情報及びデータに適用することを備える請求項２の方法
。
【請求項４】
　前記送信することは、前記データの送信に対して使用されるＭＣＳとは独立の固定した
ＭＣＳを使用して前記制御情報を送信することを備える請求項２の方法。
【請求項５】
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　前記送信することは、前記制御情報及びデータが周波数局在化波形（frequency locali
zed waveform）として送信されるように前記多重化された制御情報及びデータを１つ又は
複数の連続周波数サブキャリア上で送信することを備える請求項２の方法。
【請求項６】
　前記パワー・オフセットを適用することは、制御情報の送信に対して使用されるデフォ
ルト電力、帯域幅、及びＭＣＳに基づいてベースライン制御信号品質を計算すること、
　前記データの送信に対して指定された帯域幅及びＭＣＳを識別すること、
　及び、前記パワー・オフセット及び前記データの送信に対して指定された帯域幅及びＭ
ＣＳに基づいた制御信号品質が前記ベースライン制御信号品質よりも大きくなるように前
記パワー・オフセットを計算すること、を備える請求項２の方法。
【請求項７】
　前記制御情報及び前記データを多重化することは、前記制御情報及びデータが送信時間
間隔にわたるに前記制御情報及び前記データを多重化することを備える請求項２の方法。
【請求項８】
　前記パワー・オフセットを適用することは、前記データと共に多重化された前記制御情
報の信号品質が前記データなしでの前記制御情報の送信に関連した前記制御情報の信号品
質と等しくなるためのパワー・オフセットを決定することによって少なくとも部分的に前
記パワー・オフセットを計算すること、
　及び、前記計算されたパワー・オフセットをそれが負又はゼロである場合には無視する
こと、
を備える請求項１の方法。
【請求項９】
　前記制御情報は、肯定応答（ＡＣＫ）及びチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）のうち
の１つまたはそれ以上を備える請求項１の方法。
【請求項１０】
　前記多重化することは、１つ又は複数のＣＱＩｓ前記データに、前記ＣＱＩｓ及び前記
データが前記データに対して割当てられた周波数帯域内の別々のリソースを占有するよう
に、レート・マッチングさせることを備える請求項９の方法。
【請求項１１】
　１つ又は複数のＡＣＫｓ及び前記データを、前記１つ又は複数のＡＣＫｓの送信が前記
データのそれぞれの部分をパンクチャするように、スケジューリングすることを備える請
求項９の方法。
【請求項１２】
　共通の送信における通信のための制御シグナリング及びデータ及び前記データなしでの
制御シグナリングの送信に関連したベースライン信号品質に関する情報を格納するメモリ
、
　及び、前記制御シグナリングの電力をオフセットしかつ前記制御シグナリングを前記デ
ータで変調するように構成されたプロセッサを備えており、前記オフセットは、前記制御
シグナリングを前記データと共に多重化したときに前記制御シグナリングが前記ベースラ
イン信号品質を維持できるようにするために前記制御シグナリングに対して変化する保護
レベルを提供する無線通信装置。
【請求項１３】
　前記メモリは、前記データの送信に対して指定された周波数サブキャリアの連続した組
に関する情報をさらに格納する、そして、前記プロセッサは、前記データの送信に対して
指定された周波数サブキャリアの前記連続した組上での前記制御シグナリング及び前記デ
ータの送信を命令するようにさらに構成される請求項１２の無線通信装置。
【請求項１４】
　前記メモリは、前記データの送信に対して指定されたＭＣＳに関する情報をさらに格納
する、そして、前記プロセッサは、前記データの送信に対して指定されたＭＣＳを使用し
て前記制御シグナリング及びデータの送信を命令するようにさらに構成される請求項１３
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の無線通信装置。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、ＬＦＤＭを使用して、前記多重化された制御シグナリング及びデー
タの送信のための波形を生成するようにさらに構成される請求項１３の無線通信装置。
【請求項１６】
　前記プロセッサは、前記制御シグナリングのそれぞれの部分を含む一連のＬＦＤＭシン
ボルとして前記制御シグナリング及びデータを多重化するようにさらに構成される請求項
１５の無線通信装置。
【請求項１７】
　前記メモリは、制御情報の送信に対して予約されたＰＳＤ、帯域幅、及びＭＣＳ及び前
記データの送信に対して指定されたＭＣＳに関する情報をさらに格納する、そして、前記
プロセッサは、制御情報の送信に対して予約されたＰＳＤ、帯域幅、及びＭＣＳに基づい
て前記ベースライン信号品質を計算し、前記データの送信に対して指定された帯域幅及び
ＭＣＳを使用する制御シグナリングの送信の信号品質が前記ベースライン信号品質よりも
大きいか又はそれに等しくなるように前記制御シグナリングの電力をオフセットする量を
計算するようにさらに構成される請求項１３の無線通信装置。
【請求項１８】
　前記プロセッサは、前記制御シグナリング及びデータの送信が送信時間間隔にわたるよ
うに前記制御シグナリング及びデータを時間的にスケジュールするようにさらに構成され
る請求項１３の無線通信装置。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、前記制御シグナリングを前記データと共に多重化したときの前記制
御シグナリングの信号品質が前記ベースライン信号品質と等しくなるためのパワー・オフ
セットを計算すること及び前記計算されたパワー・オフセットが正である場合に前記制御
シグナリングに前記計算されたパワー・オフセットを適用することによって又は前記計算
されたパワー・オフセットが負又はゼロである場合に前記制御シグナリングにヌル・パワ
ー・オフセットを適用することによって少なくとも部分的に前記制御シグナリングの電力
をオフセットさせるように構成される請求項１２の無線通信装置。
【請求項２０】
　前記制御シグナリングはＡＣＫシグナリング及びＣＱＩシグナリングのうちの少なくと
も１つを備える請求項１２の無線通信装置。
【請求項２１】
　前記メモリは、前記データの送信に対して割当てられた周波数帯域に関する情報をさら
に格納する、そして、前記プロセッサは、前記ＣＱＩシグナリング及び前記データが前記
データの送信に対して割当てられた周波数帯域内の別々のリソースを占有するようにＣＱ
Ｉシグナリングを前記データにレート・マッチさせるようにさらに構成される請求項２０
の無線通信装置。
【請求項２２】
　前記プロセッサは、ＡＣＫシグナリングの送信を、前記ＡＣＫシグナリングの送信が前
記データの送信をパンクチャするように、スケジュールするようにさらに構成される請求
項２０の無線通信装置。
【請求項２３】
　シングルキャリア無線通信システムにおいて変化するパワー・オフセットを有する制御
情報及びデータの多重化を促進する装置であって、
　送信される制御情報及び前記制御情報と共に送信されるデータを識別するための手段、
　データなしでの制御情報の送信と関連したベースライン信号品質を決定するための手段
、
　ブーストされた制御情報を生成して前記制御情報及び前記データの送信において前記ベ
ースライン信号品質を維持するために前記制御情報にパワー・オフセットを適用するため
の手段、
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　及び、前記ブーストされた制御情報を前記データと共に多重化するための手段、を備え
る装置。
【請求項２４】
　送信されるデータ及び前記データの送信に対して指定された帯域幅及びＭＣＳをコンピ
ュータに受け取らせるための符号、
　前記データと共に送信される制御シグナリングをコンピュータに受け取らせるための符
号、
　前記制御シグナリングがデータなしで送信された場合に達成される前記制御シグナリン
グのベースライン信号品質を保存する前記データの送信に対して指定された前記帯域幅及
びＭＣＳに基づいて前記制御シグナリングに対するパワー・オフセットをコンピュータに
計算させるための符号、
　及び、コンピュータに、前記データの送信に対して指定された前記ＭＣＳ使用して、前
記制御シグナリングを前記データの送信に対して指定された帯域幅に埋め込ませるための
符号、を備えるコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項２５】
　無線通信システムにおいてデータと共に送信される制御情報に対して変化する保護レベ
ルを提供するためのコンピュータ実行可能命令を実行する集積回路であって、前記命令は
前記集積回路に
　共通の送信で送信される制御情報及びデータを受信させ、
　前記データの送信に関連した１つ又は複数のパラメータを識別させ、
　データなしでの制御情報の送信に関連した１つ又は複数のパラメータに基づいて前記制
御情報に対するベースライン信号品質レベルを計算させ、
　そして、前記制御情報及び前記データの共通の送信の間に、前記計算されたベースライ
ン信号品質レベルと少なくとも同程度に高い品質レベルを前記制御情報が維持するように
前記制御情報に対して使用される電力をオフセットさせる、集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般的には、無線通信に関し、さらに具体的には、無線通信システムにおい
て制御及びデータ送信を行なうための技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信システムは種々の通信サービスを提供するために広く展開する；例えば、音声
、ビデオ、パケット・データ、ブロードキャスト及びメッセージ・サービスは、そのよう
な無線通信システムによって提供されてもよい。これらのシステムは、利用可能なシステ
ム・リソースの共有によりマルチプル端末のための通信をサポートすることができる多元
接続システムであってもよい。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（
ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤ
ＭＡ）システム及び直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００３】
　一般に、無線多元接続通信システムは、マルチプル無線端末のための通信を同時にサポ
ートすることができる。そのようなシステムでは、各端末は順方向及び逆方向リンク上の
送信によって１つ又は複数の基地局と通信することができる。順方向リンク（あるいはダ
ウンリンク）は基地局から端末への通信リンクを指す。また、逆方向リンク（あるいはア
ップリンク）は端末から基地局への通信リンクを指す。この通信リンクは、シングルイン
・シングルアウト（ＳＩＳＯ）、マルチプルイン・シングルアウト（ＭＩＳＯ）、又はマ
ルチプルイン・マルチプルアウト（ＭＩＭＯ）システムによって確立されてもよい。
【０００４】
　シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システムのようなシングルキャリア・シ
ステムでは、送信は、それがローカライズド周波数帯（localized frequency band）にわ
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たるように周波数でスケジュールされることができる。さらに、制御送信の場合には、１
つ又は複数の制御チャネルが、送信波形のシングルキャリア性質を保存するために、他の
チャネルが存在するか否かに応じて可変的にマッピング（mapped）されうる。しかし、可
変マッピングに従う制御チャネルは、送信波形内のそれらのマッピングされた位置に依存
して変化するサービスの品質（ＱｏＳ）を呈示する可能性があり、それは、全体的なシス
テム性能の低下を引き起こす可能性がある。したがって、シングルキャリ・システムでは
、制御チャネルの所定のＱｏＳが、物理的チャネルへのそれらのマッピングに関係なく維
持されるようにする必要がある。
【発明の概要】
【０００５】
　下記は、請求された主題の種々の態様の単純化された概要を、そのような態様について
の基本的な理解を与えるために、提示する。この概要は、すべての意図された態様の広範
な概観ではなく、重要な又は決定的な要素を確認することも、あるいは、そのような態様
の範囲を画定することも意図されていない。それの唯一の目的は、後で提示されるさらに
詳細な説明の前置きとして、開示された態様のいくつかの概念を簡略化された形式で提示
することである。
【０００６】
　１つの態様によれば、無線通信システムで送信される制御情報及びデータを管理するた
めの方法がここに記述される。その方法は、制御情報及びその制御情報と共に送信される
データを受信すること；制御情報にパワー・オフセットを適用すること、パワー・オフセ
ットはデータなしでの制御情報の送信に関連する制御情報の信号品質を維持する：そして
制御情報をデータと共に多重化することを備えることができる。
【０００７】
　他の態様は、共通の送信での通信のための制御情報及びデータ及び制御情報に関連した
ベースライン信号品質に関するデータを格納するメモリを備えることができる。この無線
通信装置は、制御シグナリングの電力をオフセットしかつその制御シグナリングを前記信
号で変調するように構成され、オフセットが制御シグナリングを前記データで多重化する
場合にベースライン信号品質を前記制御シグナリングが維持できるようにするために制御
シグナリングに対する変化する保護レベルを提供するプロセッサをさらに備えることがで
きる。
【０００８】
　さらに他の態様は、シングルキャリア無線通信システムにおいて、変化するパワー・オ
フセットを有する制御及びデータの多重化を促進する装置に関係する。その装置は、送信
される制御情報及びその制御情報と共に送信されるデータを識別するための手段；データ
なしでの制御情報の送信に関連した基準制御信号品質を決定するための手段；制御情報及
びデータの送信で基準制御信号品質を維持するために電力について制御情報をブーストす
るための手段；及び、ブーストされた制御情報を前記データで多重化するための手段、を
含むことができる。
【０００９】
　さらに他の態様は、送信されるデータ及びそのデータの送信に対して指定された帯域幅
及びＭＣＳをコンピューアに受け取らせるための符号； データと共に送信される制御シ
グナリングをコンピュータに受け取らせるための符号；制御シグナリングがデータなしで
送信された場合に達成されるであろう制御シグナリングの信頼性を保存する前記データの
送信に対して指定された帯域幅及びＭＣＳに基づいて制御シグナリングに対するパワー・
オフセットをコンピュータに計算させるための符号；及び、前記データの送信に対して指
定されたＭＣＳを使用して、コンピュータに、制御シグナリングをデータの送信に対して
指定された帯域幅に埋め込ませるための符号、を備えることができるコンピュータ読取り
可能媒体に関係する。
【００１０】
　他の態様は、無線通信システムにおいてデータと共に送信される制御情報に対して変化
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する保護レベルを提供するためのコンピュータ実行可能命令を実行することができる集積
回路に関係する。これらの命令は、共通の送信で送信される制御情報及びデータを受け取
ること；データの送信に関連した１つ又は複数のパラメータを識別すること；データなし
での制御情報の送信に関連した１つ又は複数のパラメータに基づいて制御情報に対するベ
ースライン品質レベルを計算すること；及び、制御情報及びデータの共通の送信の間に、
計算されたベースライン品質レベルと少なくとも同程度に高い品質レベルを制御情報が維
持するように、制御情報に対して使用される電力をオフセットすることを備えることがで
きる。
【００１１】
　上記の及び関連する目的の達成のために、請求された主題の１つ又はそれより多い態様
は、後で詳細に記述されかつ請求項で特に指摘される特徴を含む。下記の記述及び添付図
面は、請求された主題のある例示的な態様を詳細に開示する。しかし、これらの態様は、
請求された主題の原理が使用されうる種々の方法のうちのいくつかだけを示すにすぎない
。さらに、開示された態様は、そのような態様及びそれらの均等物をすべて含むように意
図されている。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、ここに記述される種々の態様による無線多元接続通信システムを例示す
る。
【図２】図２は、種々の態様に従って、変化するパワー・オフセットを有する制御及びデ
ータの多重化を促進するシステムのブロック図である。
【図３Ａ】図３Ａは、種々の態様に従って無線通信システムで使用できる例示の制御及び
データ送信構造を示す。
【図３Ｂ】図３Ｂは、種々の態様に従って無線通信システムで使用できる例示の制御及び
データ送信構造を示す。
【図４】図４は、種々の態様に従って例示の制御及びデータ多重化送信チェーンを示す。
【図５】図５は、無線通信システムにおいて制御情報を送信するための方法論の流れ図で
ある。
【図６】図６は、多重化された制御情報及びデータの送信を管理するための方法論の流れ
図である。
【図７】図７は、ここに記述される１つ又は複数の実施形態が機能してもよい例示の無線
通信システムを示すブロック図である。
【図８】図８は、種々の態様に従って、変化するパワー・オフセットを有する制御情報及
びデータの多重化及び送信を調整するシステムのブロック図である。
【図９】図９は、無線通信システムにおける制御シグナリング（control signaling）及
びデータの共通の送信のために制御信号に対するパワー・オフセットの適用を促進する装
置のブロック図である。
【詳細な説明】
【００１３】
　全体にわたって同様の参照番号は同様の要素を指すように使用される図面を参照して、
請求された主題の種々の態様がここで説明される。下記の記述では、説明の目的のために
、１つ又は複数の態様の完全な理解を提供するために、多数の特定の詳細が記述される。
しかし、そのような態様はこれらの特定の詳細なしで実施されてもよいことが明白である
かもしれない。他の事例では、１つ又は複数の態様について記述することを容易にするた
めに、公知の構造及び装置がブロック図形式で示される。
【００１４】
　本願で使用されるように、用語「コンポーネント」、「モジュール」、「システム」、
等は、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアの組合わせ、ソフト
ウェア、又は実行におけるソフトウェアのいずれかのコンピュータ関連エンテイテイを指
すように意図される。例えば、コンポーネントは、プロセッサ上で走るプロセス、集積回
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路、オブジェクト、実行可能、実行のスレッド、プログラム、及び／又は、コンピュータ
であってもよいが、それらであることに限定されない。例示として、コンピューティング
デバイス上で走るアプリケーションとコンピューティングデバイスの両方がコンポーネン
トでありうる。１つ又は複数のコンポーネントが、プロセス及び／又は実行のスレッドの
内に存在することができ、また、１つのコンポーネントが１つのコンピュータに局在化（
localized）されることができる及び／又は２つ以上のコンピュータ間に分配されてもよ
い。さらに、これらのコンポーネントは、種々のデータ構造を格納した種々のコンピュー
タ読取り可能媒体から実行することができる。それらのコンポーネントは、１つ又は複数
のデータ・パケット（例えば、ローカル・システム、分配システムにおける他のコンポー
ネントと及び／又はインターネットのようなネットワークを横切って信号によって他のシ
ステムと対話する１つのコンポーネントからのデータ）を有する信号に従うようにローカ
ルの及び／又は遠隔のプロセスにより通信することができる。
【００１５】
　さらに、無線端末及び／又は基地局に関して、種々のコンポーネントがここに記述され
る。無線端末は、ユーザに音声及び／又はデータ接続を提供するデバイスを指すことがで
きる。無線端末は、ラップトップ・コンピュータ又はデスクトップ・コンピュータのよう
なコンピューティングデバイスに接続されてもよく、又は、携帯情報端末（ＰＤＡ）のよ
うな内蔵型デバイスであってもよい。無線端末はまた、システム、加入者ユニット、加入
者局装置、移動局、移動体、遠隔局、アクセス・ポイント、遠隔端末、アクセス端末、ユ
ーザ端末、ユーザ・エージェント、ユーザ・デバイスあるいはユーザ装置と呼ばれてもよ
い。無線端末は、加入者局装置、無線デバイス、携帯電話、ＰＣＳ電話、コードレス電話
、セッション・イニシエーション・プロトコル（ＳＩＰ）電話、ワイヤレス・ローカル・
ループ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線接続能力を持っているハンドヘルド
装置又は無線モデムに接続された他の処理装置であってもよい。基地局（例えば、アクセ
ス・ポイント）は、無線インターフェースにより１つ又は複数のセクタを通じて無線端末
と通信するアクセス・ネットワークにおけるデバイスを指してもよい。基地局は、受信さ
れた無線インターフェース・フレームをＩＰパケットに変換することにより、無線端末と
インターネット・プロトコル（ＩＰ）ネットワークを含むことができるアクセス・ネット
ワークの残部との間のルータとして働くことができる。基地局はまた、無線インターフェ
ースのための属性の管理を調整する。
【００１６】
　さらに、ここに記述された種々の態様又は特徴は、標準プログラミング及び／又はエン
ジニアリング技術を使用する方法、装置、製造品としてインプルメントされることができ
る。ここに使用される用語「製造品」は、任意のコンピュータ読取り可能デバイス、キャ
リア又は媒体からアクセス可能なコンピュータ・プログラムを包含するように意図される
。例えば、コンピュータ読取り可能媒体は、磁気記憶装置（例えば、ハードディスク、フ
ロッピー（登録商標）ディスク、磁気ストリップ・・・）、光ディスク（例えば、コンパ
クト・ディスク（ＣＤ）、デジタル・バーサタイル・ディスク（ＤＶＤ）・・・）、スマ
ート・カード及びフラッシュメモリ装置（例えば、カード、ステイック、キー・ドライブ
）を含んでもよいが、それらに限定されない。
【００１７】
　多くのデバイス、コンポーネント、モジュール、等を含むことができるシステムに関し
て、種々の態様が提示されるであろう。種々のシステムが付加的なデバイス、コンポーネ
ント、モジュール、等を含むことができること及び／又は図に関連して論述されるデバイ
ス、コンポーネント、モジュール等のすべてを含むことはできないことが理解されかつ認
識されるべきである。これらのアプローチの組合せも用いることができる。
【００１８】
　図面をここで参照すると、図１は種々の態様による無線多元接続通信システムの説明図
である。１つの例では、アクセス・ポイント１００（ＡＰ）は、複数の（multiple）アン
テナ・グループを含んでいる。図１で示されるように、１つのアンテナ・グループはアン
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テナ１０４及び１０６を含むことができ、他のものはアンテナ１０８及び１１０を含むこ
とができ、そして他のものはアンテナ１１２及び１１４を含むことができる。各アンテナ
・グループに対し２本のアンテナだけが図１に示されているが、それよりも多い又は少な
いアンテナが各アンテナ・グループに対して利用されてもよいことが認識されるべきであ
る。他の例では、アクセス端末１１６（ＡＴ）はアンテナ１１２及び１１４と通信状態に
あってもよく、その場合には、アンテナ１１２及び１１４は順方向リンクを通じてアクセ
ス端末１１６へ情報を送信し、そして逆方向リンク１１８を通じてアクセス端末１１６か
ら情報を受信する。追加的に及び／又は代替的に、アクセス端末１２２はアンテナ１０６
及び１０８と通信状態にあってもよく、その場合には、アンテナ１０６及び１０８は、順
方向リンク１２６を通じてアクセス端末１２２に情報を送信し、そして逆方向リンク１２
４を通じてアクセス端末１２２から情報を受信する。周波数分割デユプレックス（ＦＤＤ
）システムでは、通信リンク１１８、１２０、１２４及び１２６は異なる周波数を通信に
使用することができる。例えば、順方向リンク１２０は、逆方向リンクによって使用され
るのとは異なる周波数を使用してもよい。
【００１９】
　アンテナの各グループ及び／又はそれらが通信するように設計されているエリアは、ア
クセス・ポイントのセクタと呼ばれることができる。１つの態様によれば、アンテナ・グ
ループは、アクセス・ポイント１００によってカバーされるエリアのセクタにおけるアク
セス端末と通信するように設計されることができる。順方向リンク１２０及び１２６を通
じての通信では、異なるアクセス端末１１６及び１２２に対する順方向リンク信号対雑音
比を改善するために、ビームフォーミングを利用することができる。また、カバレージを
通してランダムに散在したアクセス端末へ送信するためにビームフォーミングを使用する
アクセス・ポイントは、それのすべてのアクセス端末へ単一のアンテナを通して送信する
アクセス・ポイントよりも近隣のセルのアクセス端末に対して小さな妨害を生じさせる。
【００２０】
　１つのアクセス・ポイント、例えば、アクセス・ポイント１００は、端末と通信のため
に使用される固定局であってもよく、基地局、ノードＢ、アクセス・ネットワーク、及び
／又は、他の適切な用語として呼ばれることができる。さらに、１つのアクセス端末、例
えばアクセス端末１１６又は１２２も、モバイル端末、ユーザ設備（ＵＥ）、無線通信装
置、端末、無線端末、及び／又は他の適切な用語として呼ばれることができる。
【００２１】
　図２は、ここに記述された種々の態様に従って、変化するパワー・オフセットを有する
制御及びデータの多重化を促進するシステム２００のブロック図である。システム２００
は、１つ又は複数の端末２１０及び１つ又は複数の基地局２４０を含むことができ、それ
は、それぞれのアンテナ２２２及び２４２によって順方向及び逆方向リンクの上で通信す
ることができる。ここで及び技術的に一般に使用されるように、順方向リンク（又はダウ
ンリンク）は、基地局から端末への通信リンクを指し、そして、逆方向リンク（又はアッ
プリンク）は、端末から基地局への通信リンクを指す。さらに、１本のアンテナだけが端
末２１０及び基地局２４０には示されているが、端末２１０及び基地局２４０は、任意の
数のアンテナを使用して通信することができることが認識されるべきである。
【００２２】
　１つの態様によれば、端末２１０は、１つ又は複数の制御チャネル上の制御シグナリン
グ（control signaling）（例えば、肯定応答（ＡＣＫ）、チャネル品質インジケータ（
ＣＱＩ）、予備符号化マトリックス・インジケータ（ＰＭＩ）、ランク・インジケータ（
ＲＩ）、等）及び１又は複数のデータ・チャネル上のデータをアップリンク上で基地局２
４０に伝えることができる。制御シグナリングは、例えば制御情報生成器２１２における
端末２１０によって生成されてもよい。さらに、データは、例えばデータ・ソース２１４
によって端末２１０で提供されうる。
【００２３】
　１つの例では、システム２００内での送信は、シングルキャリア波形に制約されうる。
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そのような制約は、例えば、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シ
ステム及び／又は他の適切なシングルキャリア又はローカライズド・マルチキャリア・シ
ステム（localized multi-carrier system）の場合に存在することができる。その結果、
データ及び制御チャネルは、所定の時間における送信に対してスケジュールされた全ての
チャネルが隣接した周波数サブキャリアを占有するように、周波数でスケジュールされる
ことができる。例えば、システム２００によって使用される帯域幅は、制御送信のための
予約部分を有することができる。この予約部分は、制御送信のための周波数ダイバーシテ
ィを最大にするシために、例えば、システム帯域幅の１つ又は複数のエッジに位置づけら
れることができる。その後、データ送信が、例えば、システム帯域幅の剰余を占有するよ
うに許容されることができる。
【００２４】
　他の例では、制御チャネルは、データと一緒に共通の時間周期で送信されるべき制御情
報が、データに対して保存された周波数リソースに埋め込まれうるように、システク２０
０の帯域幅内で可変的にマッピングされることができる。これは、例えば、信号発生器２
１８で制御情報及びデータを多重化することによって達成されることができる。制御及び
データが多重化されることができる技術が、以下にさらに詳細に説明される。
【００２５】
　しかし、制御シグナリングのために予約されたシステム帯域幅内のリソース、及び制御
シグナリングが埋め込むことができるデータのために予約されたリソースは、異なる特性
を呈示してもよく、それが、送信された制御チャネルの信号品質を結果的に変更すること
ができる。例えば、システム２００における制御送信のために予約されたリソースは、固
定帯域幅及びそれらのリソースを使用して、送信に使用される変調及び符号化スキームＭ
ＣＳ）を特定することができる。他方では、データ送信のために使用されるリソースは、
送信されるべきデータの性質及び／又は他の要因に応じて可変帯域幅及びＭＣＳを利用し
てもよい、別々に送信された場合には、制御及びデータ送信のための送信電力スペクトル
密度（ＰＳＤ）は、制御及びデータ送信のための所定のＱｏＳを達成するように独立して
制御されてもよい。これは、例えば、データ伝送がＨＡＲＱ（ハイブリッド自動リピート
要求）保護からの利益を得る事実を考慮してなされることができる。さらに具体的には、
データ送信が所与の送信で正確に受信されない場合には、それは再送信することができる
。他方、制御情報の送信は、制御情報は再送信を禁止する所与のターンアラウンド時間（
turn around time）に依存してもよいので、通常はＨＡＲＱから利益を得ることはできな
い。したがって、制御情報のＱｏＳは、制御情報の有効なワンタイム送信（one-time tra
nsmission）を促進するように独立して調節することができる。従って、制御情報がデー
タ送信に埋め込まれる場合には、制御情報の信号品質は、データの送信に対してスケジュ
ールされるリソースに応じて変化する可能性があり、それが、制御情報の信頼性を低下さ
せる可能性がある。
【００２６】
　その結果、データで多重化された制御情報の信頼性を保証するために、端末２１０は、
制御情報にパワー・オフセットを適用するために電力調節コンポーネント２１６を使用す
ることができる。そうすることによって、電力調節コンポーネント２１６は、データ・リ
ーソス及びＭＣＳとは無関係に制御情報に対して所定の信号品質を維持するために、帯域
幅、ＭＣＳ及び／又はそれが埋め込まれるデータ・リソースの他の特性に基づいて制御情
報に対する変化する保護レベルを提供することができる。
【００２７】
　例示として、電力調節コンポーネント２１６は、制御情報に以下のようにパワー・オフ
セットを適用するために作動することができる。１つの態様によれば、電力調節コンポー
ネント２１６は、アップリンクでデータを送信する必要がある場合には、制御チャネル上
のＳＮ比（ＳＮＲ）が変わらないように、１つ又は複数の制御チャネル上で送信される情
報の電力を調節することができる。１つの例では、基地局２４０は、周期的に送信される
基準信号（例えば、ＣＱＩ又はサウンデイング・リファレンス・シグナル（sounding ref
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erence signal)）に基づいて基準ＳＮＲを維持することができる。この基準ＳＮＲに基づ
いて、データＳＮＲは、端末２１０が、データを送信する場合に、使用するＰＳＤオフセ
ット及びデータ送信に対する割り当てられた帯域幅に依存することができ、それは、下記
のように表現することができる。
【数１】

【００２８】
ただし、Ｗｒｅｆは基準帯域幅、Ｗｄａｔａは割当てられたデータ帯域幅、そしてΔｄａ

ｔａはデータ送信に対して使用されるＰＳＤオフセットである。同様に、制御情報だけが
送信される場合には、制御ＳＮＲは下記のように表現することができる。

【数２】

【００２９】
そこでは、Ｗｃｏｎｔｒｏｌは割当てられた制御帯域幅、そしてΔｃｏｎｔｒｏｌは制御
情報だけの送信に対して使用されるＰＳＤオフセットである。制御及びデータに対するＰ
ＳＤオフセットは、予め割当てられた制御及びデータ周波数領域に対する干渉ＰＳＤは同
じである必要がないことを既に説明していることが式（１）及び（２）から分かる。制御
とデータの両方が、例えば、ＤＦＴ動作の前に信号発生器２１８においてその制御とデー
タを多重化することによって、送信される場合には、制御ＳＮＲは少なくとも制御がデー
タを伴わずに送信される場合のものとなることが確保されなければならない。これは下記
のように表現することができる：
【数３】

【００３０】
その結果、電力調節２１６は、下記によって与えられる制御電力オフセットを選ぶことが
できる。

【数４】

【００３１】
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　１つの例では、電力調節コンポーネント２１６は、方程式（４）を使用して計算された
パワー・オフセットが負である場合には、制御情報に０ｄＢのデフォルト・パワー・オフ
セットを適用することにより、制御情報の電力をブースト（boost）するように構成され
ることができる。割当てられるデータ帯域幅は制御帯域幅より通常大きいことが認識され
るべきである。したがって、制御及びデータのための名目上のＰＳＤオフセットが同じで
ある場合には、０ｄＢのデフォルト制御パワー・オフセットが使用されるであろう。
【００３２】
　他の例では、制御情報生成器２１２によって提供される制御情報は、それが信号発生器
２１８においてデータで多重化される前に電力調節コンポーネント２１６によって電力を
ブーストされることができる。あるいは、制御情報の電力調節が信号発生器で行なわれる
ように、電力調節コンポーネント２１６の機能性のうちのいくらかあるいはすべては、信
号発生器２１８に組み入れることができる。信号発生器２１８において制御及びデータを
多重化すると、その結果生成した信号は、端末２１０における送信機２２０及び端末２２
２によって基地局２４０及び／又は他の適当なネットワーク・エンテイテイに送信される
ことができる。送信されると、その信号は、アンテナ２４２及び受信機２４４によって基
地局２４０で受信できる。
【００３３】
　端末２１０は、制御情報生成器２１２、電力調節コンポーネント２１６及び／又は信号
発生器２１８と、前記コンポーネントの機能性のいくつか又はすべてをインプルメントす
るように対話できるプロセッサ２２４をさらに含むことができる。さらに、プロセッサ２
２４は、メモリ２２６と対話することができる。さらに、端末２１０は、人工知能（ＡＩ
）コンポーネント２３０をさらに含むことができる。用語「知能」は、推論するかあるい
は結論を引き出す能力、例えば、システムについての既存情報約に基づいてシステムの現
在又は将来の状態を推論することを指す。人工知能は、特定の文脈かアクションを識別す
るため又は人間の介在なしにシステムの特定の状態の確率分布を生成するために使用され
ることができる。人工知能は、高度な数学的なアルゴリズム－例えば、決定木、ニューラ
ルネットワーク、回帰分析、クラスター分析、遺伝的アルゴリズム、及びシステム上で１
セットの利用可能なデータ（情報）に対する強化学習に依存する。特に、ＡＩコンポーネ
ント２３０は、データから学習し、次に、そのように構築されたモデル、隠れマルコフモ
デル（ＨＭＭ）及び関連する原型の依存性モデル、例えば、ベイジアンモデルスコア又は
近似を使用する構造検索によって生成されたベイジアンネトワークのようなより一般的な
確率的グラフィカルモデル、サポートベクターマシン（ＳＶＭｓ）のような線形識別子、
「ニューラルネットワーク」方法論と呼ばれる方法論のような非線形識別子、ファジイ論
理方法論、及び後述される種々の自動化された態様をインプルメントすることによる他の
手法（データ・フュージョン、等を実行する）から推論を引き出すための多数の方法論の
うちの１つを使用することができる。
【００３４】
　図３Ａ－Ｂは、種々の態様による無線通信システムで使用することができる例示の制御
及びデータ伝送構造３１０－３２０を例示している。１つの例では、送信構造３１０－３
２０は、例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ（エボルブドＵＭＴＳ（ユニバーサル・モバイル・テレコ
ミュニケーション・システム）地上波無線アクセス）及び／又は他の適切な無線通信技術
を使用するシステムで使用できるアップリンク制御シグナリング構造を例示する。構造３
１０－３２０は、例えば、データ関連制御を要求せずに使用することができる。むしろ、
構造３１０－３２０（例えば端末２１０）を使用するデバイスは、所与のＭＣＳ及び帯域
幅使用に関するスケジューラ許可に従うことができる。
【００３５】
　１つの態様によれば、構造３１０－３２０によって示されるように、制御とデータは、
制御が１ｍｓの長さ又は任意の他の適当な長さであってもよい全送信時間間隔（ＴＴＩ）
にわたるように、多重化されることができる。データが制御情報と同時に送信されない場
合には、制御送信のための周波数リソースは下記のように割当てられることができる。例
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えば、肯定応答（ＡＣＫ）の送信については、ダウンリンク仮想リソース・ブロック（Ｒ
Ｂ）ＩＤとＡＣＫの対応する周波数／コード位置との間でインプリシット・マッピング（
implicit mapping）がなされることができる。例えば、送信されるＡＣＫの総数の数が所
与のデバイスに割り当てられた事実上のリソース・ブロックの数以下である場合には、そ
のようなインプリシット・マッピングが利用されることができる。他の例として、ＣＱＩ
及び／又はＭＩＭＯサポート・チャネルの送信については、送信リソースはそのようなチ
ャネルのための先に割り当てられた周波数位置に基づいて割当てられることができる。対
照的に、データが制御情報と同時に送信されるべき場合には、その制御情報は、データに
対して意図されたリソース・ブロックにおけるデータと共に多重化されることができる。
さらに、制御とデータは、それらが全ＴＴＩにわたるように多重化されることができる。
【００３６】
　データが制御情報と同時に送信されない場合には、制御情報のための波形は、その制御
波形が連続したサブキャリアにわたりかつＴＴＩにおける周波数ダイバーシテイを最大に
するために周波数でホップするように、例えば、周波数ホッピング・ローカライズド周波
数分割多重化（ＬＦＤＭ）を用いて制御情報のための波形が生成されることができる。他
方、データと制御情報の同時送信に対しては、制御波形はデータと同じＬＦＤＭ構造に基
づいて生成されることができる。他の例では、制御情報はハイブリッドＦＤＭ－ＣＤＭ変
調スキームを使用して構成されることができ、そこでは、小さい周波数ドメイン符号分割
多重スパン（例えば、６０ｋＨｚ）が直角性を保持するためにホッピングごとに使用され
ることができる。
【００３７】
　１つの態様によれば、データ送信がない場合には、制御チャネルは、予め割当てられた
位置（例えば、上述のＣＱＩ）で又は図３Ａ－３Ｂにおける構造３１０－３２０によって
例示されるようなダウンリンク仮想リソース・ブロックＩＤ（例えば、上記のようなＡＣ
Ｋ）の陰的関数（implicit function）として送信されることができる。データ送信の存
在では、制御チャネルは、送信デバイス（例えば端末２１０）におけるＤＦＴ動作に先立
って、データと共に多重化されることができる。さらに、制御とデータは、１ミリセカン
ドのＴＴＩ全体にわたるように構築することができる。
【００３８】
　特に図３Ａを参照すると、所定のユーザに対するデータ送信が無い場合に利用されるこ
とがきる制御構造が示されている。構造３１０で示されるように、予約された制御リソー
ス３１２は、データ伝送がない状態で送信される制御情報に対して使用されることができ
る。周波数ホッピングは、それがＴＴＩ間周波数ダイバーシテイ（intra-TTI frequency 
diversity）を最大にするように実行されることができる。図３Ｂを次に参照すると、ユ
ーザが同じＴＴＩでデータを送信する場合に利用することができる制御構造３２０が例示
されている。構造３２０によって示されているように、制御情報は、データ・リソース３
２２を占めるようにデータと共に多重化されることができる。さらに、両方の構造３１０
及び３２０に対して、制御情報が全１ｍｓＴＴＩの間に送信されることが観察できる。
【００３９】
　図４は、種々の態様に従って例示の制御及びデータ多重化送信チェーンをインプルメン
トするシステム４００のブロック図である。１つの態様によれば、無線通信システム内の
アップリンク送信は、制御だけ、データだけ、又は制御とデータの両方ともが所定のサブ
フレームで送信されるかどうかに関係なく尊重されるべきシングルキャリア波形に制約さ
れることができる。従って、ＣＱＩ及び／又はＡＣＫ情報を伝送するアップリンク制御チ
ャネル（例えば、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ））は、上記の図３Ａ－３
Ｂの構造３１０－３２０によって示されたように、所定のサブフレームにデータ送信が生
じない場合に使用されるシステム帯域エッジにおいて独立のリソースを与えられることが
できる。１つの例では、サブフレームにデータ送信がない場合には、データに割当てられ
た物理層（ＰＨＹ）リソース内のデータ（例えば、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵ
ＳＣＨ）上のデータ）で制御を多重化するために、システム４００及び／又は他の適切な



(13) JP 5080585 B2 2012.11.21

10

20

30

40

50

システムが利用されることができる。
【００４０】
　１つの態様によれば、システム４００は、制御とデータを、両方がデータに割当てられ
たリソースで送信される場合に、多重化するために利用されることがきる。図２に示され
た端末２１０に関して、システム４００は、例えば、電力調節コンポーネント２１６、信
号発生器２１８、プロセッサ２２４、及び又は任意の他の適切なコンポーネントのうちの
１つ又はそれ以上として使用されることができる。
【００４１】
　システム４００によって示された非限定の例として、制御及びデータは、変調シンボル
・レベルにおいてシステム４００によって多重化されることができる。そのような例では
、送信の制御部分に対して固定符号化及び変調が使用されることができ、そして制御情報
に対するパワー・オフセットを送信のデータ部分に適用することにより、制御情報に対す
る異なる保護レベルが達成されることができる。あるいは、符号化されたシンボル・レベ
ルで制御及びデータを多重化するために、システム４００によって示されたのと同様のシ
ステムを利用されることができるであろう。そのようなシステムでは、制御情報の符号化
は、データに使用されるＭＣＳに依存できる。制御とデータを多重化されたストリームは
、一緒にスクランブルされかつ変調されることができ、そして、送信における電力利得は
、制御又はデータ変調シンボルが送信されるかについては不可知論的（agnostic）であっ
てもよい。
【００４２】
　１つの態様によれば、データ伝送ブロックは、下記のようにシステム４００によってイ
ンプルメントされた制御及びデータ多重化送信チェーンを用いて、ＣＱＩ情報、１つ又は
複数のＡＣＫ表示、及び／又は他の制御シグナリングで多重化されることができる。デー
タ伝送ブロックは、データを符号化のためのブロックに分割（segment）するために、符
号ブロック分割（code block segmentation）コンポーネント４０２によって最初に処理
されることができる。その後、符号ブロック分割コンポーネント４０２によって生成され
たブロックは、符号器４０４によって符号化されることができる。データの符号ブロック
がブロック４０４で符号化された後で、それらはレート・マッチャ（rate matcher）４０
６によって処理されることができる。１つの例では、データ・チャネルは、ＣＱＩ、サウ
ンデイング・リファレンス・シグナル（ＳＲＳ）、及び／又は他の適切な送信のまわりで
レート・マッチャ４０６においてレート・マッチ（rate matched）されることができる。
他の例では、ＡＣＫ及び／又は否定ＡＣＫ（ＮＡＫ）送信は、レート・マッチャ４０６に
よって行なわれるレート・マッチングには影響を及ぼさない。あるいは、ＡＣＫ及び／又
はＮＡＫ送信は、間欠受信（ＤＲＸ）を促進するために及び／又は例えばＴＤＤシステム
における非常に非対称的なアップリンク／ダウンリンク分割に関連したオーバーヘッドを
減少するために、レート・マッチャ４０６におけるレート・マッチングに影響を及ぼすこ
とができる。
【００４３】
　それぞれの符号化されたブロックがレート・マッチャ４０６によって処理された後、そ
れらは、時間マッパ４０８によってさらに処理されることができる。時間マッパ４０８に
おいて、符号化されかつレート・マッチされたはブロックは連結することができる。さら
に、データが送信される１つ又は複数のデータ・チャネルにたいしてインターリービング
（interleaving）が行なわれることができる。時間マッパ４０８によって処理されたデー
タは、スクランブラ４１０によってスクランブルされることができ、そして、マルチプレ
クサ４４０において制御と多重化する前に、変調器によって変調されることができる。さ
らに、変調されたデータは、パワー・オフセットがデータに適用されることができるマル
チプレクサ４４０において制御で多重化する前に利得ステージ４１４によって随意に処理
されることができる。
【００４４】
　他の態様によれば、ＣＱＩ情報、ＡＣＫ表示、及び／又は他の制御シグナリングは、下
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記のようにシステム４００によってデータと共に多重化されることができる。ＣＱＩ及び
ＡＣＫ情報は、最初にそれぞれの符号器４２０及び４３０によって符号化されることがで
きる。１つの例では、ＣＱＩ内容及び符号器４２０で符号化された多くのＣＱＩビットは
アップリンク許可（uplink grant）に依存できる。例えば、アップリンク許可がより大き
い場合、さらに多くのビットがＣＱＩ送信に対して割当てられることができる。他の例で
は、符号器４２０及び４３０でＣＱＩ及びＡＣＫ／ＮＡＫ情報に適用された符号化は、デ
ータに使用されたＭＣＳに関係なく固定されることができる。
【００４５】
　符号器４２０及び４３０で符号化した後に、ＣＱＩ及びＡＣＫ情報は、スクランブラ４
２２及び／又は４３２で随意にスクランブルされることができる。制御情報に対してスク
ランブリングが行なわれる場合には、そのスクランブリングはデータに対して行なわれる
スクランブリングとは無関係であってもよい。あるいは、マルチプレクサ４４０で多重化
が行なわれた後、制御とデータの両方に対してスクランブリングが行なわれることができ
る。その後、例えば、データに対して使用される変調スキームとは関係のない固定偏重フ
ォーマットを用いて、ＣＱＩ及びＡＣＫ／ＮＡＫ情報がそれぞれの変調器４２４及び４３
４で変調されることができる。したがって、制御とデータの異なる変調シンボルは、異な
る変調スキームを利用することができる。その後、変調された制御情報は、利得ステージ
４２６及び／又は４３６を通過でき、制御情報に対して異なる保護レベルを提供して多重
化送信にそれの信号品質を確保するために、制御情報にパワー・オフセットが適用される
。１つの例では、利得ステージ４２６及び／又は４３６は、アップリンク許可においてデ
ータのために特定されたＭＣＳに依存することができる。さらに、利得ステージ４２６及
び／又は４３６は、マルチプレクサ４４０における制御－データ多重化の前又は多重化の
後に生じてもよく、その場合には、制御とデータの両方に共通のパワー・オフセットが適
用されることができる。その後、制御情報は、マルチプレクサ４４０においてデータで多
重化するために、それぞれのローカライズドＦＤＭ（ＬＦＤＭ）シンボル・マッパ４２８
及び４３８でシンボル・マッピング（symbol mapped）されることができる。
【００４６】
　１つの例では、データ及び制御多重化は、制御情報に対する変調シンボルがデータ・チ
ャネル送信に対して使用される各ＬＦＤＭシンボルに配置されるように、マルチプレクサ
４４０において行なわれる。これは、例えば、ホッピング送信（hopped transmission）
に対して利用可能でありうる周波数ダイバーシテイから送信が利益を得られるようにする
ために、所定のサブフレームにおける両方のスロットのＬＦＤＭシンボルにおける制御情
報の送信を確保するために行なわれることができる。１つの例では、データ・チャネルは
レート・マッチャ４０６においてＣＱＩのまわりでレート・マッチされるという事実のた
めに、ＣＱＩの送信はデータ送信と競合しないことがさらに認識されるべきである。レー
ト・マッチャ４０６がＡＣＫ／ＮＡＫ送信のまわりのデータ・チャネルとレート・マッチ
しない場合には、ＡＣＫ送信はマルチプレクサ４４０におけるデータをパンクチャする（
puncture）ことができる。
【００４７】
　他の例では、制御及びデータが一緒に多重化装置４４０で多重化されれると、制御及び
データ・シンボルの多重化されたストリームは、ブロック４５０におけるＤＦＴ予備符号
化、ブロック４５２における周波数マッピング、及びブロック４５４におけるＩＤＦＴ動
作によって共通のＳＣ－ＦＤＭＡ送信に対して準備されることができる。さらに、データ
がマルチプレクサ４４０での多重化に先立ってブロック４１４における個々の利得ステー
ジを経験しなかった場合には、多重化された信号は、ブロック４５６で付加的な利得ステ
ージを経験することができる。
【００４８】
　図５－６を参照すると、制御情報及びデータを多重化するための方法論が例示されてい
る。説明の簡単のために、それらの方法論は一連の行為として図示されかつ記述されるが
、１つ又は複数の態様によれば、いくつかの行為は、ここに図示されかつ記述されたのと
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は異なる順序で及び／又は他の行為と同時に生じてもよいので、それらの方法論は行為の
順序によって限定されないことが理解されかつ認識されるべきである。例えば、１つの方
法論は状態図におけるように、一連の相互に関係づけられた状態又は事象として代替的に
表されうることを当業者は理解しかつ認識するであろう。さらに、１つ又は複数の態様に
よる方法論をインプルメントするためには、図示された行為がすべて必要とされなくても
よい。
【００４９】
　図５を参照すると、無線通信システム（例えば、システム２００）において制御情報を
送信のための方法論５００が例示されている。方法論５００は、例えば、ユーザ・デバイ
ス（例えば、端末２１０）及び／又は任意の他の適切なネットワーク・エンテイテイによ
って実行されうることが認識されるべきである。方法論５００はブロック５０２で開始し
、そこでは所定のサブフレームで送信される制御情報（例えば、制御情報生成器２１２に
よって提供される制御情報）が受信される。ブロック５０２で受診された制御情報は、Ｃ
ＱＩ情報、ＡＣＫ表示、ＭＩＭＯ支援シグナリング、予備符号化情報及び／又は任意の他
の適当な制御情報を含むことができる。制御情報がブロック５０２で受信されると、デー
タ（例えば、データ・ソース２１４からの）が共通のサブフレームで制御情報と共に送信
されるばきかどうかについての決定がブロック５０４でなされることができる。１つの例
では、方法論５００が使用されるシステムは、送信のためのシングルキャリア波形に制約
されることができる。したがって、制御情報の送信のために利用される構造は、制御情報
と同時に送信されるべきデータが存在するかどうかに依存することができる。
【００５０】
　制御情報と共に送信するためのデータが存在しない場合には、方法論５００は、ブロッ
ク５０４からブロック５０６まで分岐することによって終了することができ、そこでは、
制御情報は、制御情報のための所定の変調及び符号化スキーム（ＭＣＳ）及び予約周波数
帯を使用して送信される（例えば、送信機２２０によって）。１つの例では、ブロック５
０６で使用される制御情報に対する予約周波数帯は、システム帯域幅の端部に割当てるこ
とができる。制御情報の周波数ダイバーシティを最大にするために、サブフレームの１つ
の半分（例えば、１つのスロット）の間にシステム帯域幅の１つの端部の第１の制御帯域
で、また、サブフレームの他の半分の間にシステム帯域幅の他の端部の第２の制御帯域で
、制御情報がブロック５０６で送信されることができる。１つの例では、送信制御情報の
信号品質及び信頼性を確保するために、ブロック５０６における制御送信は、所定の電力
及びＭＣＳと関連されることができる。
【００５１】
　他方、データが制御情報と共に送信されるべき場合には、方法論５００は、それに代え
て、ブロック５０４からブロック５０８－５１２に分岐することができる。ブロック５０
８－５１２が一般に例示しているように、データが制御情報と共に送信されるべき場合に
は、送信波形のシングルキャリア本質を保存するために、データが送信されるべきシステ
ム帯域幅の部分に埋め込まれることができる。しかし、データは、ブロック５０６で示さ
れた制御情報だけの送信のために通常割当てられるシソースとは異なってもよい変化する
帯域幅、電力レベル及び／又はＭＣＳｓを利用してもよい。さらに、データと共に多重化
される制御は、データ不在調節（data absent adjustment）の送信特性を利用するであろ
うから、データ・リソース内に埋め込まれた制御情報の信頼性は、データ送信のために使
用される特性に基づいて変化することができる。その結果、データ源内の制御情報に対し
て変化する保護レベルをを提供するために、制御情報の１つ又は複数のパラメータが調節
されうる。例えば、制御情報の信号皮質を保存するために、パワー・オフセットが制御情
報に適用できる（例えば、電力調節コンポーネント２１６及び／又は信号発生器２１８に
よって）。追加的に及び／又は代替的に、制御送信に対して利用されるＭＣＳはまたブロ
ック５０８において調節されることもできる。次に、ブロック５１０において、制御情報
は、データ送信のために保存された周波数リソースにおいてデータで多重化される（例え
ば、信号発生器２１８による）。最後に、ブロック５１２において、制御情報及びデータ
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は、データ伝送のために決定された帯域幅及びＭＣＳを使用して送信される。ブロック５
０８においてパワー・オフセットを制御情報に適用することによって、データ送信のため
に使用できる変化する送信特性とは関係なく、データにおける制御情報の信頼性が維持さ
れることができる。
【００５２】
　図６は、多重化された制御情報及びデータの送信を管理するために方法論６００を例示
する。方法論６００は、例えば、ユーザ・デバイス及び／又は無線通信システムにおける
任意の他の適切なエンテイテイによって実行されることができる。１つの態様によれば、
方法論６００は、多重化された制御及びデータの送信を想定し、そして、そのような送信
におけるデータ・リソースに埋め込まれた制御情報に対して変化する保護レベルを提供す
るために実行されうる調節を示している。従って、方法論６００は、ブロック６０２で開
始し、そこでは送信されるデータ及びそのデータ内で送信される制御情報が受信される。
【００５３】
　次に、ブロック６０４において、制御送信のための信号品質は、制御送信に対して保存
された電力、帯域幅、及びＭＣＳに基づいて決定される。１つの例では、６０４において
決定された信号品質は、データ・リソース内に埋め込まれた制御情報が少なくともベース
ライン信号品質を与えられるようにするために方法論６００における爾後の計算のために
使用できるベースライン制御信号品質でありうる。ブロック６０４において計算されたベ
ースライン信号品質は、例えば、方法論６００が制御情報だけの送信のために実行される
システム内で割当てられたデフォルト電力、帯域幅、及びＭＣＳに基づくことができる。
【００５４】
　ベースライン信号品質がブロック６０４において決定されると、方法論６００はブロッ
ク６０６へと進むことができ、そこでは、決定された帯域幅及びＭＣＳを有するデータ送
信にブロック６０４における制御信号品質を維持するブロック６０２において受信された
制御情報に適用されるパワー・オフセットが決定される。１つの例では、データで多重化
された制御は、データに割当てられた帯域幅及びＭＣＳを使用して送信されることができ
る。したがって、ブロック６０６において計算されたパワー・オフセットは、制御情報に
足して変化する保護レベルを提供してそれの信頼性を確保するために使用されることがで
きる。ブロック６０６においてパワー・オフセットが決定された後で、それはブロック６
０８において制御情報に適用されることができる。その後、方法論６００はブロック６１
０おいて終了することができ、そこでは、データおよび制御情報が、データの送信のため
の所定の帯域幅及びＭＣＳを使用して共通の送信で通信される。１つの例では、ブロック
６０８において制御情報への調節を完了すると、制御情報とデータが共に多重化され、そ
して、データに割当てられたＭＣＳを使用して、データ伝送に割当てられたリソース上で
送信されることができる。
【００５５】
　１つの態様によれば、方法論６００は、ブロック６１０においてデータと一緒に送信さ
れる制御シグナリングの品質レベルがブロック６０４において決定されるベースライン信
号品質と少なくとも同程度の高さとなるようにするために利用できる。さらに、制御シグ
ナリングの電力を増加する場合にのみパワー・オフセットが制御情報に適用されるように
方法論６００に対して制約が課せられる。したがって、パワー・オフセットがブロック６
０６において計算された後に、方法論６００は随意にブロック６２０に進むことができ、
そこにおいて、ブロック６０６で決定されたパワー・オフセットがゼロより大きい（すな
わち、正）かどうかが決定される。１つの例では、ブロック６０６で計算された正のパワ
ー・オフセットは、制御情報がブロック６０４で計算されたベースラインまでそれの信号
品質を高めるために付加的な電力が必要とされることを示すことができる。したがって、
ブロック６０６で計算されたパワー・オフセットが正であることを決定すると、方法論６
００は、計算されたパワー・オフセットを適用するために、ブロック６００からブロック
６２０へと進むことができる。その後、方法論６００は、続いて継続することができる。
【００５６】
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　対照的に、ブロック６０６で計算された負又はゼロのパワー・オフセットは、制御情報
の信号品質がいかなる調節も要求せずに６０４で計算されたベースラインと少なくとも同
程度の高さであることを示すことができる。従って、制御情報の電力を低減するために負
のパワー・オフセットを適用する代わりに、計算されたパワー・オフセットが負である場
合には、ブロック６０６で計算されたパワー・オフセットは、ブロック６２０において無
視することができる。１つの例として、パワー・オフセットは、０ｄＢにセットされるか
、又は０ｄＢのヌル・パワー・オフセットで同様に置換されることができる。その後、方
法論６００は、制御データ多重化及び送信を実行するために、ブロック６２０からブロッ
ク６１０へと直接進行できる。
【００５７】
　図７を参照すると、ここに記述された１つ又は複数の実施の形態が機能できる例示の無
線通信システム７００を示すブロック図が提供されている。１つの例では、システム７０
０は、送信機システム７１０及び受信機システム７５０を含むマルチプルインプット・マ
ルチプルアウトプット（ＭＩＭＯ）システムである。しかし、送信機システム７１０及び
／又は受信機システムは、例えば、複数の送信アンテナ（例えば、基地局における）が単
一のアンテナ装置（例えば、移動局）に１つ又は複数のシンボル・ストリームを送信でき
るマルチインプット・シングルアウトプット・システムにも適用できるであろうことが認
識されるべきである。さらに、ここに記述された送信機システム７１０及び／又は受信機
システム７５０はシングルアウトプット・ツー・シングルインプット・アンテナ・システ
ムに関連して利用できるだろうことが認識されるべきである。
【００５８】
　１つの態様によれば、多数のデータ・ストリームのためのトラヒック・データが送信機
システム７１０においてデータ・ソース７１２から送信（ＴＸ）データ・プロセッサ７１
４に提供される。１つの例では、その後、各データ・ストリームはそれぞれの送信アンテ
ナ７２４によって送信することができる。さらに、ＴＸデータ処理装置７１４は、符号化
されたデータを提供するために、各それぞれのデータ・ストリームに対して選択された特
定の符号化スキームに基づいて各データ・ストリームのトラヒック・データをフォーマッ
トし、符号化し、インターリーブすることができる。１つの例では、その後、各データ・
ストリームの符号化されたデータは、ＯＦＤＭ技術を使用して、パイロット・データで多
重化することができる。パイロット・データは、例えば、公知の態様で処理される公知の
データ・パターンであってもよい。さらに、パイロット・データは、チャネル・レスポン
スを評価するために受信機システム７５０で使用することができる。送信機システム７１
０に戻り、各データ・ストリームの多重パイロット及び符号化されたデータは、変調シン
ボルを提供するために各それぞれのデータ・ストリームに対して選択された特定の変調ス
キーム（例えば、ＢＰＳＫ、ＱＳＰＫ、Ｍ－ＰＳＫ又はＭ－ＱＡＭ）に基づいて、変調（
すなわち、シンボル・マッピング）できる。１つの例では、各データストリームに対する
データ転送速度、符号化及び変調は、プロセッサ７３０で実行される及び／又はプロセッ
サ７３０によって提供される命令によって決定されることができる。
【００５９】
　次に、すべてのデータ・ストリームに対する変調シンボルは、変調シンボル（例えば、
ＯＦＤＭに対する）をさらに処理できるＴＸプロセッサに提供されることができる。その
後、ＴＸ ＭＩＭＯプロセッサ７２０は、ＮＴの変調シンボル・ストリームをＮＴのトラ
ンシーバ７２２ａ－７２２ｔに提供することができる。１つの例では、各トランシーバ７
２２は、１つ又は複数のアナログ信号を提供するためにそれぞれのシンボル・ストリーム
を受信しかつ処理することができる。その後、各トランシーバ７２２は、ＭＩＭＯチャネ
ルによる送信に適した変調信号を提供するためにそのアナログ信号をさらに調整する（例
えば、増幅する、フィルタする、及びアップコンバートする）ことができる。従って、ト
ランシーバ７２２ａ－７２２ｔからのＮＴの変調信号は、それぞれＮＴのアンテナ７２４
ａ－７２４ｔから送信することができる。
【００６０】
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　他の態様によれば、送信された変調信号は、ＮＲのアンテナ７５２ａ－７５２ｒによっ
て受信機システムで受信できる。その後、各アンテナ７５２からの受信信号は、それぞれ
のトランシーバ７５４に提供することができる。１つの例では、各トランシーバ７５４は
、それぞれの受信信号を調整する（例えば、フィルタする、増幅する、及びダウンコンバ
ートする）、サンプルを提供するためにその調整された信号をデジタル化する、そして次
に、対応する「受信された」シンボル・ストリームを提供するためにそのサンプルを処理
することができる。次に、ＲＸ ＭＩＭＯ／データ・プロセッサ７６０は、ＮＴの「検知
された」シンボル・ストリームを提供するために特定の受信機処理技術に基づいて、ＮＲ

のトランシーバ７５４からＮＲの受信シンボル・ストリームを受信しかつ処理することが
できる。１つの例では、各検知されたシンボル・ストリームは、対応するデータ・ストリ
ームのために送信された変調ストリームの評価であるシンボルを含むことができる。その
後、ＲＸプロセッサ７６０は、対応するデータ・ストリームに対するトラヒック・データ
を回復するために各検知されたシンボル・ストリームを復調すること、デインターリーブ
すること及び復号することによって少なくとも部分的に各シンボル・ストリームを処理す
ることができる。したがって、ＲＸプロセッサ７６０による処理は、送信機システム７１
０においてＴＸ ＭＩＭＯプロセッサ７２０及びＴＸデータ・プロセッサ７１４によって
行なわるそれと相補的であることができる。ＲＸプロセッサ７６０は、処理されたシンボ
ル・ストリームをデータ・シンク７６４に付加的に提供できる。
【００６１】
　１つの態様によれば、ＲＸプロセッサ７６０によって生成されたチャネル・レスポンス
評価は、受信機でスペース／時間処理を行なうため、電力レベルを調節するため、変調レ
ート又はスキームを変更するため、及び／又は他の適切なアクションを実行するために使
用されることができる。さらに、ＲＸプロセッサ７６０は、例えば、検知されたシンボル
・ストリームの信号対雑音及び干渉比（ＳＮＲ）のようなチャネル特性をさらに評価する
ことができる。その後、ＲＸプロセッサ７６０は、評価されたチャネル特性をプロセッサ
７７０に提供することができる。１つの例では、ＲＸプロセッサ７６０及び／又はプロセ
ッサ７７０は、システムに対する「動作」（"operating"）ＳＮＲの評価を得ることがさ
らにできる。その後、プロセッサ７７０は、通信リンク及び／又は受信データ・ストリー
ムに関する情報を含むことができるチャネル状態情報（ＣＳＩ）を提供することができる
。この情報は、例えば、動作ＳＮＲを含むことができる。その後、ＣＳＩは、ＴＸデータ
・プロセッサ７１８によって処理され、変調器７８０によって変調され、トランシーバ７
５４ａ－７５４ｒによって調整され、そして送信機システム７１０へと送信されることが
できる。さらに、受信機システム７５０におけるデータ・ソース７１６は、ＴＸデータ・
プロセッサ７１８によって処理される付加的データを提供することができる。
【００６２】
　その後、送信機システム７１０では、受信機７５０からの変調信号が、アンテナ７２４
によって受信され、トランシーバ７２２によって調整され、復調器７４０によって復調さ
れ、そして受信機システム７５０によって報告されたＣＳＩを回復するためにＲＸデータ
・プロセッサ７４２によって処理されることができる。１つの例では、その後、報告され
たＣＳＩは、プロセッサ７３０に提供され、そして、１つ又は複数のデータ・ストリーム
に対して使用される符号化及び変調スキームならびにデータ転送速度を決定するために使
用することができる。その後、その決定され符号化及び変調スキームは、量子化及び／又
は受信機システム７５０への爾後の送信での使用のためにトランシーバ７２２に提供され
ることことができる。付加的に及び／又は代替的に、報告されたＣＳＩは、ＴＸデータ・
プロセッサ７１４及びＴＸ ＭＩＭＯに対する種々の制御を生成するために、プロセッサ
７３０によって使用されることができる。他の例では、ＣＳＩ及びＲＸデータ・プロセッ
サ７４２によって処理された他の情報は、データ・シンク７４４に提供されることができ
る。
【００６３】
　１つの例では、送信機システム７１０におけるプロセッサ７３０及び受信機システム７
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５０におけるプロセッサ７７０は、それぞれのシステムにおける動作を指示する。さらに
、送信機システム７１０におけるメモリ７３２及び受信機システム７５０におけるメモリ
７７２は、プロセッサ７３０及び７７０によって使用されるプログラム符号及びデータに
対する格納をそれぞれ提供することができる。さらに、受信機システム７５０において、
ＮＴの送信シンボル・ストリームを検知するためのＮＲの受信信号を処理するために、種
々の処理技術が使用できる。これらの受信機処理技術は、等化技術とも呼ばれうる空間及
び空間・時間受信機処理技術、及び／又は「連続干渉除去」又は「連続除去」受信機処理
技術とも呼ばれうる「連続ヌリング／等化及び干渉除去」受信機処理技術を含むことがで
きる。
【００６４】
　図８は、ここに記述された種々の態様による変化するパワー・オフセットを有する制御
情報及びデータの多重化及び送信を調整するシステム８００のブロック図である。１つの
例では、システム８００は、ユーザ装置（ＵＥ）８０２を含んでいる。図示のように、Ｕ
Ｅ８０２は、１つ又は複数のノードＢ８０４から信号を受信し、そして、１つ又は複数の
アンテナ８０６によって１つ又は複数のノードＢ８０４に送信することができる。さらに
、ＵＥ８０２は、アンテナ８０６から情報を受信する受信機８１０を含むことができる。
１つの例では、受信機８１０は、受信情報を復調する復調器（Ｄｅｍｏｄ）８１２と動作
的に関連されることができる。その後、復調されたシンボルは、プロセッサ８１４によっ
て分析されることができる。プロセッサ８１４は、ＵＥ８０２に関連したデータ及び／又
はプログラム符号を格納できるメモリ８１６に結合されることができる。
【００６５】
　ＵＥ ８０２はさらに、変調器、マルチプレクサ、及び／又はアンテナ８０６を通じて
送信機８２０により送信される信号を生成するための他の適切なコンポーネントを使用で
きる信号発生器８１８を使用することができる。１つの態様によれば、信号発生器８１８
は、上記において一般的に記述されたデータ及び制御情報の送信を調整するための１つ又
は複数の技術を使用することができる。さらに、信号発生器８１８及び／又はプロセッサ
８１４は、方法論５００、６００及び／又は他の同様のかつ適切な方法論を実行するため
にＵＥ８０２によって使用されることができる。
【００６６】
　図９は、無線通信システム（例えば、システム２００）における制御シグナリング及び
データの共通の送信のために制御シグナリングにパワー・オフセットを適用することを促
進する装置９００を例示している。装置９００は、プロセッサ、ソフトウエア、又はそれ
らの組合せ（例えば、ファームウエア）によってインプルメントされる機能を表わす機能
的ブロックであることができる機能的ブロックを含むとして表されていることが認識され
るべきである。装置９００は、端末（例えば、端末２１０）及び／又は他の適当なネット
ワーク・エンテイテイとしてインプルメントされることができ、かつ制御送信のために使
用される電力レベル、帯域幅、及び変調及び符号化スキーム（ＭＣＳ）に基づいて制御送
信に関連する信号品質を決定するためのモジュール９０２；及びデータ送信に対して指定
された帯域幅及びＭＣＳを使用して、組合せられたデータ及び制御送信における制御シグ
ナリングに対する決定された信号品質を維持するために制御シグナリングに適用される電
力レベル・オフセットを調節するためのモジュール９０４を含むことができる。
【００６７】
　ここに記述された態様は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェ
ア、マイクロコードあるいはそれらの任意の組合せによってインプルメントされることが
できることが理解されるべきである。システム及び／又は方法がソフトウェア、ファーム
ウェア、ミドルウェア又はマイクロコード、プログラム・コード又はコード・セグメント
でインプルメントされる場合には、それらは記憶コンポーネントのような機械読取り可能
媒体に格納されることができる。コードセグメントは、手順、関数、サブプログラム、プ
ログラム、ルーチン、サブルーチン、モジュール、ソフトウエア・パッケージ、クラス、
又は命令、データ構造又はプログラム文の任意の組合せを表わすことができる。コード・



(20) JP 5080585 B2 2012.11.21

10

20

30

40

50

セグメントは、情報、データ、引き数、パラメータ、メモリ内容をパッシング（passing
）すること及び／又は受信することによって他のコード・セグメント又はハードウエア回
路に結合されることができる。情報、引き数、パラメータ、データ、等は、メモリ共有、
メッセージ・パッシング、トークン・パッシング、ネットワーク送信、等を含む任意適当
は手段を使用してパッシング、転送、又は送信されることができる。
【００６８】
　ソフトウェア・インプリメンテーションでは、ここに記述された技術は、ここに記述さ
れた機能を実行するモジュール（例えば、手順、関数、等）でインプリメントされること
ができる。ソフトウェア・コードは、メモリ・ユニットに格納され、そして、プロセッサ
によって実行されることができる。メモリ・ユニットは、プロセッサ内で又はプロセッサ
の外側でインプルメントされることができ、その場合には、それは技術的に公知の種々の
手段によってプロセッサに通信的に結合されることができる。
【００６９】
　上に記述されたものは、１つ又は複数の態様の例を含んでいる。前述の態様について記
述する目的のためのコンポーネント又は方法論のすべての考えられる組合せについても記
述することはもちろん可能ではないが、種々の態様の多くの他の組合せ又は置換が可能で
あるとこを当業者は認識できる。従って、記述された態様は、添付された請求項の精神及
び範囲以内にあるような変更、修正及び変化をすべて包含するように意図される。さらに
、用語「含む」（"includes"）が詳細な説明又は請求項で使用されている程度まで、その
用語は、「備える」（"includes"）が請求項の遷移語として使用された場合に解釈される
場合におけるその用語「備える」（"includes"）と同様の態様において包括的（inclusiv
e）であるように意図されている。
【００７０】
さらに、詳細な説明又は請求項で使用されている用語「又は」（"or"）は、「非排他的or
」であることを意味している。
【００７１】
相互参照
　本出願は、その全体がここに参照として取り入れられている、２００６年１１月１日に
提出された「ＳＣ－ＦＤＭＡシステムにおける変化するパワー・オフセットを有する制御
及びデータの多重化のための方法及び装置」という名称の米国仮出願第60/863,960号の利
益を主張する。
　下記に出願時提出の請求項１－２５に対応する記載を付記１－２５として表記する。
付記１
　無線通信システムにおいて送信される制御情報及びデータを管理するための方法であっ
て、
　制御情報及び前記制御情報と共に送信されるデータを受信すること、
　前記制御情報にパワー・オフセットを適用すること、前記パワー・オフセットは、前記
データなしでの前記制御情報の送信に関連した前記制御情報の信号品質を維持する、
　及び、前記制御情報を前記データと共に多重化すること、
を備える方法。
付記２
　前記多重化された制御情報及びデータを、前記データの送信に対して割当てられた周波
数帯域内で送信することをさらに備える付記１の方法。
付記３
　前記送信することは、前記データの送信に対して指定された変調及び符号化スキーム（
ＭＣＳ）を前記多重化された制御情報及びデータに適用することを備える付記２の方法。
付記４
　前記送信することは、前記データの送信に対して使用されるＭＣＳとは独立の固定した
ＭＣＳを使用して前記制御情報を送信することを備える付記２の方法。
付記５
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　前記送信することは、前記制御情報及びデータが周波数局在化波形（frequency locali
zed waveform）として送信されるように前記多重化された制御情報及びデータを１つ又は
複数の連続周波数サブキャリア上で送信することを備える付記２の方法。
付記６
　前記パワー・オフセットを適用することは、制御情報の送信に対して使用されるデフォ
ルト電力、帯域幅、及びＭＣＳに基づいてベースライン制御信号品質を計算すること、
　前記データの送信に対して指定された帯域幅及びＭＣＳを識別すること、
　及び、前記パワー・オフセット及び前記データの送信に対して指定された帯域幅及びＭ
ＣＳに基づいた制御信号品質が前記ベースライン制御信号品質よりも大きくなるように前
記パワー・オフセットを計算すること、を備える付記２の方法。
付記７
　前記制御情報及び前記データを多重化することは、前記制御情報及びデータが送信時間
間隔にわたるに前記制御情報及び前記データを多重化することを備える付記２の方法。
付記８
　前記パワー・オフセットを適用することは、前記データと共に多重化された前記制御情
報の信号品質が前記データなしでの前記制御情報の送信に関連した前記制御情報の信号品
質と等しくなるためのパワー・オフセットを決定することによって少なくとも部分的に前
記パワー・オフセットを計算すること、
　及び、前記計算されたパワー・オフセットをそれが負又はゼロである場合には無視する
こと、
を備える付記１の方法。
付記９
　前記制御情報は、肯定応答（ＡＣＫ）及びチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）のうち
の１つまたはそれ以上を備える付記１の方法。
付記１０
　前記多重化することは、１つ又は複数のＣＱＩｓ前記データに、前記ＣＱＩｓ及び前記
データが前記データに対して割当てられた周波数帯域内の別々のリソースを占有するよう
に、レート・マッチングさせることを備える付記９の方法。
付記１１
　１つ又は複数のＡＣＫｓ及び前記データを、前記１つ又は複数のＡＣＫｓの送信が前記
データのそれぞれの部分をパンクチャするように、スケジューリングすることを備える付
記９の方法。
付記１２
　共通の送信における通信のための制御シグナリング及びデータ及び制御送信に関連した
ベースライン信号品質に関するデータを格納するメモリ、
　及び、前記制御シグナリングの電力をオフセットしかつ前記制御シグナリングを前記デ
ータで変調するように構成されたプロセッサを備えており、前記オフセットは、前記制御
シグナリングを前記データと共に多重化したときに前記制御シグナリングが前記ベースラ
イン信号品質を維持できるようにするために前記制御シグナリングに対して変化する保護
レベルを提供する無線通信装置。
付記１３
　前記メモリは、前記データの送信に対して指定された周波数サブキャリアの連続した組
に関するデータをさらに格納する、そして、前記プロセッサは、前記データの送信に対し
て指定された周波数サブキャリアの前記連続した組上での前記制御シグナリング及び前記
データの送信を命令するようにさらに構成される付記１２の無線通信装置。
付記１４
　前記メモリは、前記データの送信に対して指定されたＭＣＳに関するデータをさらに格
納する、そして、前記プロセッサは、前記データの送信に対して指定されたＭＣＳを使用
して前記制御シグナリング及びデータの送信を命令するようにさらに構成される付記１３
の無線通信装置。
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付記１５
　前記プロセッサは、ＬＦＤＭを使用して、前記多重化された制御シグナリング及びデー
タの送信のための波形を生成するようにさらに構成される付記１３の無線通信装置。
付記１６
　前記プロセッサは、前記制御シグナリングのそれぞれの部分を含む一連のＬＦＤＭシン
ボルとして前記制御シグナリング及びデータを多重化するようにさらに構成される付記１
５の無線通信装置。
付記１７
　前記メモリは、制御情報の送信に対して予約されたＰＳＤ、帯域幅、及びＭＣＳ及び前
記データの送信に対して指定されたＭＣＳに関するデータをさらに格納する、そして、前
記プロセッサは、制御情報の送信に対して予約されたＰＳＤ、帯域幅、及びＭＣＳに基づ
いて前記ベースライン信号品質を計算し、前記データの送信に対して指定された帯域幅及
びＭＣＳを使用する制御シグナリングの送信の信号品質が前記ベースライン信号品質より
も大きいか又はそれに等しくなるように前記制御シグナリングの電力をオフセットする量
を計算するようにさらに構成される付記１３の無線通信装置。
付記１８
　前記プロセッサは、前記制御シグナリング及びデータの送信が送信時間間隔にわたるよ
うに前記制御シグナリング及びデータを時間的にスケジュールするようにさらに構成され
る付記１３の無線通信装置。
付記１９
　前記プロセッサは、前記制御シグナリングを前記データと共に多重化したときの前記制
御シグナリングの信号品質が前記ベースライン信号品質と等しくなるためのパワー・オフ
セットを計算すること及び前記計算されたパワー・オフセットが正である場合に前記制御
シグナリングに前記計算されたパワー・オフセットを適用することによって又は前記計算
されたパワー・オフセットが負又はゼロである場合に前記制御シグナリングにヌル・パワ
ー・オフセットを適用することによって少なくとも部分的に前記制御シグナリングの電力
をオフセットさせるように構成される付記１２の無線通信装置。
付記２０
　前記制御シグナリングはＡＣＫシグナリング及びＣＱＩシグナリングのうちの少なくと
も１つを備える付記１２の無線通信装置。
付記２１
　前記メモリは、前記データの送信に対して割当てられた周波数帯域に関するデータをさ
らに格納する、そして、前記プロセッサは、前記ＣＱＩシグナリング及び前記データが前
記データの送信に対して割当てられた周波数帯域内の別々のリソースを占有するようにＣ
ＱＩシグナリングを前記データにレート・マッチさせるようにさらに構成される付記２０
の無線通信装置。
付記２２
　前記プロセッサは、ＡＣＫシグナリングの送信を、前記ＡＣＫシグナリングの送信が前
記データの送信をパンクチャするように、スケジュールするようにさらに構成される付記
２０の無線通信装置。
付記２３
　シングルキャリア無線通信システムにおいて変化するパワー・オフセットを有する制御
及びデータの多重化を促進する装置であって、
　送信される制御情報及び前記制御情報と共に送信されるデータを識別するための手段、
　データなしでの制御情報の送信と関連した基準制御信号品質を決定するための手段、
　前記制御情報及び前記データの送信において前記基準制御信号品質を維持するために前
記制御情報を電力についてブーストするための手段、
　及び、前記ブーストされた制御情報を前記データと共に多重化するための手段、を備え
る装置。
付記２４
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　送信されるデータ及び前記データの送信に対して指定された帯域幅及びＭＣＳをコンピ
ュータに受け取らせるための符号、
　前記データと共に送信される制御シグナリングをコンピュータに受け取らせるための符
号、
　前記制御シグナリングがデータなしで送信された場合に達成される前記制御シグナリン
グの信頼性を保存する前記データの送信に対して指定された前記帯域幅及びＭＣＳに基づ
いて前記制御シグナリングに対するパワー・オフセットをコンピュータに計算させるため
の符号、
　及び、コンピュータに、前記データの送信に対して指定された前記ＭＣＳ使用して、前
記制御シグナリングを前記データの送信に対して指定された帯域幅に埋め込ませるための
符号、を備えるコンピュータ読み取り可能媒体。
付記２５
　無線通信システムにおいてデータと共に送信される制御情報に対して変化する保護レベ
ルを提供するためのコンピュータ実行可能命令を実行する集積回路であって、前記命令は
、
　共通の送信で送信される制御情報及びデータを受信すること、
　前記データの送信に関連した１つ又は複数のパラメータを識別すること、
　データなしでの制御情報の送信に関連した１つ又は複数のパラメータに基づいて前記制
御情報に対するベースライン品質レベルを計算すること、
　及び、前記制御情報及び前記データの共通の送信の間に、前記計算されたベースライン
品質レベルと少なくとも同程度に高い品質レベルを前記制御情報が維持するように前記制
御情報に対して使用される電力をオフセットすること、を備える、集積回路。

【図１】 【図２】
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【図４】 【図５】
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【図８】 【図９】
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